
国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／奉仕の理想 �

内　　　容／労務管理の落とし穴�
　　　　　　社会保険労務士・湯山　稔様 �
�
会 員 慶 事�

☆誕生日�
　2月18日　高村　繁男君�

☆結婚記念日�
　2月16日　根上　陽一・季美子 様ご夫妻�

次回2月19日の例会�

１８３２回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�

  　「世界理解月間」の２月を

迎えました。ロータリーには４

大奉仕の一つに国際奉仕委員会活動があって、

いろいろな国際交流プログラムに取り組んでお

ります。国際社会の一員として、お互いに理解

し合い、協調し、ある時は支援をするなどして

友好関係を築いていくことは、個人や団体にか

かわらず好ましいことです。   �

　国際交流に関しては、これまでは私たち日本

人が生来持っている島国根性や言語環境・欧米

コンプレックス・対アジア観など、ステレオタ

イプに評されることがとかく多かったのですが、

今はどうなのでしょうか。   �

　１９６３～１９６４年度ＲＩ会長のカール.Ｐ.ミラー（報

道記者・ロサンゼルスＲＣ）は、国際大会の演

説で、「我々は友人から学ぶ能力を持たなければな

らない。他の人々の意見に耳を傾け、それを考えな

ければならない。アジアの友人の考え深さ、ドイツ

やイングランドやスカンジナビアの友の学者的な考

え方、またスペインやラテンの兄弟から優雅な生き

方の術を学ばなければならない。」と言っています。   �

　先日、青少年交換のオリエンテーションで、ドイ

ツやアメリカの国歌の後で、メキシコの少年が「ナショ

ナル・ソングは長ったらしくて、皆さんには面白く

ないので歌わない。」と言っていました。若者にはカッ

コ悪いといわれている「君が代」も、最近はサッカー

の国際試合の開幕で独唱されるなど、大分様子が変わっ

てまいりました。   �

　本日はゲストに岩田弥富様をお迎えして、彼我を

逆転した「外国人には理解できない日本人の習慣や

行動」という大変興味あるお話を伺うことになって

おります。皆様と共に、期待で胸が膨らんでいると

ころです。�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ５３名� ８９.８３％�１００.００％�

勝又敏雄君　1月21日　長　泉    �
勝又敏樹君　1月21日　ＧＲＡ    �
勝又重春君　1月23日　裾　野    �
大森清治君　1月23日　沼　津    �
渡邊剛康君　1月28日　長　泉    �
菅沼　久君　1月30日　裾　野    �
内海宣彦君　1月30日　裾　野    �
根上陽一君　2月 4日　長　泉 

●メーキャップ�
　　　　（8名）�

●欠席者（6名）�
　石田　恩君・戸栗太平君・神谷高義君・勝又博文君
　望月　茂君・大庭健一郎君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●先週は、正直な方のお陰を持ちまして、無事に会費を納めることができました。ありがとうございました。

勝又重春君　●昨日、長泉ＲＣにメーキャップに行き、バイクで世界一周された奥平正和氏の貴重な卓話を

聞けました。有意義なメーキャップでした。狩野住夫君　●この２月１０日をもって、１６年間の任期が終わ

ります。長い間、お世話とご迷惑をお掛けいたしました。渡辺　巌君　●とっても良いことがありました。

高柳雄輔君 　●岩田弥富先生、お忙しいところをありがとうございます。 国際奉仕委員会 

外国人には理解できない日本人の習慣や行動�
ライデン大学・客員教授　岩田　弥富様 

　外国人の目には奇妙な風習と映

る、日本人がごく当たり前に行動

していること。　   �

　日本人のやることは、欧米人と

はまったく逆であると極言する人もいるほどである。

そうした日本人の習慣や行動は、単なる上辺の事柄

ではなく、歴史と風土の特色や階層的社会組織に深

く根ざしたものである。   �

①何度も何度もお辞儀をする（電話の相手にさえ頭

を下げている）　②酒を酌み交わし、箸をひっくり

返してサービスする　③観光地で、風景ではなく自

分達が映っている写真ばかり撮っている　④外国人

といえば、英語が通じると思っている　⑤花嫁修業

をするが、 結婚後ご主人に対して活用してはいない

（日本舞踊、華道、茶道）　⑥原爆は戦争だからしょ

うがないと思っている人が多い　⑦風呂・温泉大好

き（大浴場では裸になるが、タオルで前を隠す）　

⑧家に「入る」時に、靴を脱いで「上がる」（高床

式は穀物倉庫であり、土足ははばかられた）　⑨障子・

畳・土壁などの植物性建材を好み、腰掛けるのでは

なく、畳の上に座る（高温多湿、子供をはいはいさ

せて育てる）　⑩縁側や深い軒下を使って、内と外

が判然としない空間を造る　⑪自分の意見を真っ先

に言わないで、他人の顔色を見て決める（根回しに

一生懸命）⑫神道と仏教に同時に手を合わせる（近

頃は一神教の問題点が多々言われている）   �

　日本文化を深く研究した人々は、例外なく日本文

化を優れたものと認める。�

　例えば、日本の戯画を描いた漫画家ザボは、「日

本人は地球上のどの人種にも似ていない。奇妙だが

素晴らしい人種である。勤勉だが遊び好きで、戦争

では残酷だが日常生活は穏やかで、色々な面で洗練

されているが田舎者で、モダンであるが家庭では保

守的で、まさに矛盾そのものである。けれども最も

重要な事実は、日本人はどうしようもなく日本人で

あるということで、強烈かつ永続的な文化を持って

いるということである。」と言っている。    �

　ドナルド・キーンが日本文学の特色としてあげた

ものは、そのまま日本文化の特色としてもおかしく

ない。 �

①歴史的持続性（中国文学につぐ古い歴史）　②余

情（わび、さび、幽玄、花鳥風月） 　③主観（日記、

随筆、私小説）　④座の文学（連化、俳句）　⑤文

学と美術の密着性 　⑥女流文学　⑦普遍性（天皇か

ら庶民まで）　⑧暗示性（象徴性、ぼかし）　⑨不

規則性（いびつへの嗜好、非幾何学的、奇数）　⑩簡

素（白木の美）�

�


